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九螂西方銀島闘迦蒲載磁鱗質

→地質調査嗣如珊緯凄調査研究航海～

ミ蹴

第1図

調査水域の位置図

1.緒言

地質調査所では1969年10月から11月にかけての25日

間東海大学所属の東海大学丸皿世によって九州西方

の甑島(こしきじま)由男女(だんじょ)群島周辺の海洋地

質学的調査を行なった.まだ室内研究はほとんど進捗

しておらずまた3年継続の研究の初年度調査として広

域にわたる概査を行なったにすぎないカミ野外において

それなりの研究成果をあげることができまた地質調査

所の研究としては種々の面ではじめてのケｰスという

面を含んでいるので今後の研究の発展のためにあ免

下航海報告というべきものを記すことにした後に詳

しく述べるようにこの調査には多くの東海大学海洋学

部の学生･大学院生が参加し事実上東海大学と地質

調査所との共同研究の形をとった.全航海を通じて

佐藤孫七東海大学丸瓦世船長ほか全乗組員諸氏からはあ

たたかい援助をいただいた.とくに佐藤船長からは操

海底地質調査技術クルｰプ

船上のみならず観測の計画1実施全般に関して終始

有益なご意見とご援助をいただいた｡また一東海大学

海洋学部岩下光男教授星野通平教授ほかのスタッフ

井桁船舶管理課長今泉猷静清事務所長森公男熊本事

務所長森禺昭雄講師から多大なお世話をいただいた.

石油開発公団事業本部からは物理探査の電極等投入用

のポストブｰムおよびロｰラｰを借用させていただい

た.関係者各位に心からの感謝をささげる次第で奉る.

地質調麓所における海綾地質の研究:地質調査所

における海底地質への組織的とりくみは10数年前にさか

のぼるこ&ができる｡蝸碑にはじ塞った㌘未利用鉄

資源開発調査Jの海底砂鉄調査がその発端でありその

後砂鉄鉱床の実態の把握濃集機構の検討を中心として

浦賀水道1国東半島1噴火湾ほか諸地域の沿岸極浅海域

の物理探査1採泥による精査ならびに関連諸

轟灘搬技術の総合的検討が行なわれてきた.また

これと平行して海底炭田1油田･ガス因の調査

も講地域について行なわれてきた.工968年ま

苗姜擬でのこれらおよぴ関連語研究の経緯については

すでに本誌王?o号に詳しく裏とめられているの

で､こξ∫娃これ以上立ち入らない｡

篤至薮地質調査酬ζ潮する至969年度海洋飽質研窺繁務

()は予算額

⑳賢傘濁遡海域地質構造総合頚艦研究(芝00万問)

鍛駿棚海賊地γ欝源賦例こ鰯す義鑑礎調査概究

(3,§⑪⑪乃悶)

③灘蟻地衡翻養籏鮒の瞭究(王篶⑳⑪G万円)

来合母で獄飼養縫遺と鯛蓋内金葦の概鵬の記述に中心をおき

次臓では縛られたデｰタ成果の艦要をのべる予定である

簾2図廉維大学丸瓦似(1繍炊学鋤長)�
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錫2泰海洋調査船爽一驚畿(料学技術庁資源属亭墳料を一勲敏焚250トン以下は省略)

船名トン数

…

遼カ

ノツト

ゥイン季

1人べ

鰹澄寧

語薫川11"鶉;1(機動)l11川簑11

海洋薯⑪8互豆,§3〃32(0)ユ鰯,至

東洗丸玉,螂至嚢.鰯3〃星9駄警

賜洋丸棚工2｡⑪3〃35工鱗.餐

開樺丸3,婁エ⑪工薯｡ら?〃54±(工0)麟又嚢

耕洋丸至,2001ム0塁〃40±(6)三螂.9

瀞魔丸鰯1王.星1〃25互螂｡釜

清風丸鋤1王｡身4〃41(15)工脳,3

凌風孔王湖狐壌堪･互(孚動)78(4⑰)工9肌8

高風前跳至豆｡94(電動)41(15)ユ9鰯.3

おしょろ丸L工2⑰12.5星〃106(67)且鑓婁,曼

海騰丸工,3⑰o至s.⑪釜μ工鰯｡籔

紳騰丸鋤1王.5至〃至蹴遂

かごし蜜丸1,000ユ2.5豆(驚動)夏(等動)72(37)王蹴蔓

淡青丸豊艶エ豆.餐夏(電動)δ(滴圧駆動)飯(ユO)至艶ふ§

白鳳丸3.22612.7嬉(電動)6(滴圧駆動)8?(32)1螂.11

東海大学丸孤批70313.δ遂(電動)2(滴厘離動)9⑪(66)工鰯.互

*総定員(調査研究貴学生等の定貴)剛1贋とく1にとわりていたい場合は総定員のみ

いっぽう五967年秋の佐

藤1ジョンソン共同声明に

端を発した｢海洋開発ブｰ

ムJのなかで地質調査所

では1969年度より海洋地質

関係のプ漂ジェクトカミ再編

成されその一部として･海

底地質調査技術の研究｣が再

発足した.この｢海底地

質調査技術の研究Jは王9

63年の海洋科学技術に関

する総合調査研究計画｣(海

洋科学技術審議会)にすで

に指摘されているような海

域総合地質図を近い将来継

続的に作成1刊行すること

を目標とし海域総合地質図

の試験的作成潟よびその危･

めに必要な総合的調査技術

の体系化を質的としたもの

である､

海賊の驚驚:その花め

の特設海域として濠ず九

州西方の観列島～男女群島

周辺の海域が克らばれ花

(第!図)｡その潟もな理

南は

1)水深約80⑰鮫の海域を含

所属

海上保安序水路部

〃

〃

水藤本序

〃

〃

下闘水産大学校

蕉海蟹水産研

気錬序舞鶴海洋気象台

気象庁瀧樺気象部

〃醸鯨海津気象台

北海遺大祭

葉京氷産大学

〃

魔兇島大学

東京大学

〃

東海大学

欝料なし

燃考

遠洋渕簸観測帰

近海測盤観測用

〃

とりしま簑専用船

濠ぐろ延縄搦

遠津水産調査船

トロｰノレまぐる垂醜月ヨ

水産調査周

海洋気象観測用

〃

〃

水産練習船

〃

〃

〃

近海多目的用研究船

遠澤多目的用研究船

海洋調査研究実習用

第釜図調査船内配置図(東海大学資料にもとずく)

級溜総鑑撃櫨

κ㌶偉

幾鶯輝畿

r諸輔

淳帖､�



一28一

策3表乗船者のリスト(船の乗組員をのぞく)

地質調査所関係者

水野篤行(団長地質部)坊城俊厚(副団長燃料部局機繰)灼雌1

(地質部)嫁藤良昭･キ尾征三(燃料部石炭課)衆鯖溝澱1孫ば嫡稼

(燃料都荷滴灘)メ舳鰺笥(鉱床部金澱醗)鎌酬濫費1織野競磐･広

島俊男1弗波和努･長谷川功(物理探査部)小野寺公脱1腐橋籍一苦

痢井清人･碧崎一雄(技術部地形課)中川忠夫(技鮒部試錐灘)脅沫

市太郎(技術部特殊技術繰)望月常一･渡部美商子(績箭部化学難)

古川俊太郎(九州出張所)近藤務(北海道大学)瀦塩鱒幾(蔵鈎大学)

稲予誠(嗜水大学)山門憲雄･宇佐美毅(資源技衛試験所)葡噸簿僑

(資本電気KK)

咲山忠男(通産省鍍出石炭局海洋開発蜜)舞上英二(科学技術庁)

横江一男1正弗義郎･{本洋一(地繍金簡官窒)

国際研修団

長谷川博(地調物深部)荒川敬一(海外技微鶴カ事繋団)

ThuLeTr⑪ng(南ベトナム)Sε姻搬蝸三災u1van三砥(タイ)

AmeeI1A.Basala㎜ah(サウジアラビグ)晦&oS.臨童鞭喜霧…㎜

(フィリピン)W㎝Yo皿gLee(韓国)M◎b㎜ed翫鶯覇◎醐

(インドネシア)恥HsiangCkeng･枢至W琶㈱加a鵬(申繋篤国)

東海大学海津学都

星野通平(教授)佐藤減･江波征一･追回恵三1三沢良文(幼季)金

春義･木下泰正･平因貴(大学院生)岩下篤･前田耕平1庄野営遺･

西岡信仁･森本座二･三宅啓一･小林伸一1脅鵬稲芳･山本直人1望

月俊郎･辻勇雄･加山幸久(学生)

み島喚が散在することから陸域地質との関連を把握しや

すいこと

2)とくに北方隣接海域につい下は海底炭電調査そのほかの

参考地質資料が蓄稜慧れていること

3)構造地質学的に堆積学的紀あるいは第四紀学的に重要

な意義のある問題を含んでいること

などである.さらにまたこの海域の大陸棚域には有滴

の鉱区申請カ油されており資源開発のための基礎的資

料の提供という点でも意義を有する海域である.この

海域はおおよそ鹿児島1水俣それぞれを横ぎる東西線の

域内で東支郡海東半部に相当する東西は長い海域(東西

約300㎞南北約70㎞)である,また比較のためぽ

八代海を調査域に含めてある｡今向は3年継続の研

究の初年度計画として当海域の地質の概要を総合的に

把握することを目標として概査を行なった.

2.調査経過と調蛮胸客

観測船:総合的な海洋地質調査のために使用できる

ような設備･収容能力の上ですぐれたしかもわれわ

れか自由に使用できる観測船はまだ残念ながら同本で

�

はきわめて少ない.性能1大きさを考慮しこの調査

では東海大学所有の東海大学丸皿世(第凄図)6お世

話になることにした.本船は総トン数702.61トン全

長5C.50m幅9,20孤1968年王月就航の最新鋭の調査

研究学生実習船である.6基のウインチを備えている.

船内にほそれぞれの目的に使用される研究室が5室もう

けられている.

調査は1969年10月22日清水出港後11月1舶清水帰港

に至るまでの清水一現地往復を含めて2舶間におよん

だ.この間三角2回･長崎}川名王回の寄港をし

補給1休養･調査員の乗下船が行なわれた.11月5目

～11月9目(長崎～三角)の5日間の調査では｢海洋地

質に崩する国際集団研修海上繁習｣が兼ねて行なわ

れた.そのためこの間では乗船者が本航海を通じ

て最大となりまたとくに海外留学生の乗船のために

船側に最大の神経を使っていただく結果ともなった,

乗船.者:調査団は当研究グルｰプの水野篤行グルｰ

プ長を代表者(調査団長)坊城俊原石油課長(前グルｰ

ブ長)を副団長として構成された.乗船者は第3表に

示すとおりである.

地質調査所関係の研究員は計28名そのうち最初から

最後までの乗船者は女性1人を含む工6名であったこ

れらのなかには所外からの参加者一島釦大学溝塩博美

第垂堕潜水の結鐙で磁港武を終灸匁蔵鐙の地調繋船暫舳潤�
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且

｣

:嫡細分三角ぺ謹

上記の28名にプラスさ

れる.国際集団研修

関係者は世話役の長

谷川博(地調物理探査

部)通訳の荒川敬一両

氏のほか7力国からの

研修生8名であった.

地質調査所関係の研

究員の数が非常に多か

ったのは一つは研究

内容が多岐に渡ってい

ること一つはこれま

で本格的な海洋地質調

査研究の経験者が5指

の範囲にとどまってい

たので今後の研究の

発展のためにこの機会

に多くの経験者を獲得

する必要があったこと

による.

第§鰯鯛謹の経過

北海道大学近藤務目本大学稲予誠貸本電気KK前頭

輝信工技院資源技術試験所山門憲雄1宇佐美毅の6氏

が含まれている所内では地質部(地質蒙課)･燃料

部(看滴1有炭課)1鉱床部(金属課)曲技術部(化学1地形1

試錐1特殊技術各課)1物理探査部(麻用地球物理課)･

九州出張所の巷蜜ざ漢な部課から参加し花山そのほか

短期間蒐学1広報な望の属的で乗船じ花通産省鉱山石

炭局咲山忠男科学技術庁井上英二(燃料部から閑句中)

本所企圃宮室横江一男1正井義郎1山本洋一の餐茂が

ふ…

略

して実習を兼ねて海洋学部の大学院生3名

名の全航海参加を得た.そのほか教官としては三沢良

文佐藤武両氏か前半1後半に一部に星野通平教授

浜波征一･迫田恵王雨氏が参加された｡､そのほか短

期間づつ東海大学有明分室および第2高校(熊本)か

ら数氏カミ見学のため乗船された.

観測船乗組員は佐藤孫七船長1高橋安松二等航海士1

平野毅機関長ほか計2像名で構成されている｡このよ

うにして全乗船脅は少ない時で約60名最大持墨O名

山■汲叉華

場一㌔､

東海大学からはこ

のような事情をも考慮

学生12

第6図穣1燈水響渕録図および物理探査測録囲�
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策4表

調査研究内容覧表

観測内

容目的

深1

等段嚢たは使用機器

航

走

観

測

測

地形鰍び採泥水点の水縦1襲灘灘鮒臓1

観測鐙1総上での総猪責任者

鴛機㌧鮮嚇小野寺

強力黒ハｰ鳶一(独力30言OOO～1

嚢ヨ⑪0ω)能銀器に1坪DR記録…

王≡搬ゾ鯛彗楓地騨的予察)

磁気探

査1

鰯脇造職的測面か1/隷鴻1〕計榊･i･型

停

採

約至,600㎞…綴

ドレツジ

麟堆鰍鰯臓料採鵬1萎簿饒雛汐鰍学)1

醐測一索≡坊城･丸山･佐藤

柱状操泥

麟灘激櫛)雌蹄テ岬㎞(布｢

葛1負瞭

近藤

生物徽i

堆積彊境の生物学的推定

雄稜物の古生物学的征地質跨代権定

アイソトｰプ年令決定

ド紬獄ジ賦料にぶる

鰯鵜欝的堆鱗板!紙雫織機噺

醐濃1瞭!大山

測

各層鰍(水温測定)1

蝋瞭

11ン11ノ採取1鰯元素分析

1プ列〃トンネット(東海大学)

婁測点

中尾･薄塩

そ水質分析1水質面か1の巨視的堆鎖麟鮒1離繁蛤色法然ヨ望月･渡部

一

第5表

船内作業の編成

ぽ

員数葦

調;東海大

船橋班

物理探査瑳{蓑婆嚢嚢嚢

棚/選辮鵜･{鋲繕

化学分析瑳

生物･古生物瑛

1～2

1～2(斗2)

ト

1～2

2～3

一人貴数1愛化学分析班生物･古生物班をのぞ慧療姿直グ汐一ヅ蜜簑のもの

近くという大世帯になったわけである.

調査の経過:第6図は

調査の経過の概略をとり渓と

めたものである,済水出入港の間の全航走距離は約

δ､600㎞に為よぶ哺そのうち筑地での航走願離は

約3,200㎞である｡大部分の側線については2回航走し

ている.これは同一側線における音波1磁気探査･測

深のための航走観測と採泥水等の停船観測&をわけて行

なうのが作業上また記録解析上望ましいからである.

航走･停船両観測の距離はそれぞれ約1,600ぬであった.

船上の惟繋体制篤ぷぴ調憲内容:調査内容は海

洋地質ぽ関する総合的基礎的調査研究はもとずいた海域

鴇台地質図の能率的作成同時はその結果としての海洋

第?図竺角岩壁で下船する研修生と拙'慈つす墨星野手教授(研修生は胸鶯て澄側から㌢名)

錦嚢鰯便溺し淀深海踊糠擦脅響測深機�
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鏑蓼鰯鍛鱗擬鋤欝欝獅鰯襟費ン激毅傭畿

地質学の発展を目標当衣るζとがら当然象糠紀な蔭ざ

るを得ないし限られた予算内で行なう以上をめよう熔

なるのが望ましいことである.第遂表は船上で行な

っ花炸薬を幣心おし稔調査研究内容の一覧表である｡

船上作業柱限陰れ危閏程陶で広域を加仁する愁めは

最大の能率を上げ傷る次り熔終始佐藤船長の並痔なら

ぬ配慮を陣頭指擁⑳もあ終昼夜霧当直翻で行なわれた

すべての研究貴はその傾則的研究テｰ球1専門分野を

考慮して編成慈杓花警践グルｰプ終配置慈れて作業を行

なりた昌各グルｰプはδ～8名からなりそれ紀策海

大学院生1学生秘餐娼づつ加わっている白水質分析担

当の望月常一1渡部薬南子両氏は炸薬の都合上原則あし

ては当直グルｰヅからはずし花林水質分析の仕欝かな

い時陪は適宜当直(照仮作業斑)終積極的縫参郷し苧

生物1酋生物捜娑の大山桂1宥山間珍両氏も娑直グルｰ

プから,はずし花秘採泥かつづく場合紀は全当直とい

う結果になった1,各当直グルｰプは作業別虹3分され

た,船橋(ブリッジ)班固物理探査班1甲板班である期

船橋灘(瑠調五～蔓名*東海大夏～纂塙)は船

橋においで深海用精擦音響測深機(以下道D鼠お絡詞)1

魚灘探知欝(一部)の五0分苔あの水深よみ帥お攻び

その結果を位置記録〔船位繊的ンA潟よ籔レｰダｰ1は

りて船側㌘観潮一部隆渕(ζの際…ζは地調㌶シバｰも溶接した)

事はりて観測し花自航海刺湖0分間隔停船翻刻刺玄必劉ζ溶

け髄跨〕の他班への連絡に幾り夜採泥採水鱒には甲

板からのた克凄ない連絡の花酬蛇くぼ多従をき細めた曲

物襲擦薮班は春陽に放電武音波探査(スパｰ勲一)

班と磁気擦査班にわかれる､

籍主工鰯鳩繋ン攻の灘搾

蜜波鍵盤は地調五～簑名の物探専門勲はる機繋操

作によって行なわ淀ほか前半は貫霊前開輝信潟よび東

海大三沢良文両氏添機器調整に全幾度を通じて努力され

た､送信器および記録器は後部甲板に近い第5研究

蜜に配置窓れた.観測申は記録解桁の補助資料とす

る淀め紀甲梯墜から地質餅糠が物探班の解析上の意

屍をき蜜ながら交替で記録のスケッチおよび現場の地

質学的な予備誇察を行なっ花帯この作業は結果のとり

漢をめ樽辮紀有益となり恕宙な濁音波探査1磁気

探査は観測の都合上最大約遂O鱒間(観測前の深バｰカｰ

機欝修理調整を入れるを約循鱒閥)すなわち王消直紀襲

淀かる完全連続観測を行なり花こ&かある(鶏δ図参照)毎

繊気燦鐙(プ総トン磁力計にぶ葛)は欝夏研究室紀

おいて細野の指導下で東海大院塗1学塗わ等(髪込警娼)

にぷりて行なわれ淀吉な鳶物理探養開始1終了鱒の

電極等投入引揚げに際しては他班の当直グルｰブの多

くのメンバｰが協力したので調査能率がきわめて高く

なっ花.

螺擬灘は地調抽よび北大1高知人1資源技試の地質

専門家を中心&するメンバｰ計3～§名潟ぷぴ東海大違

塙から構成されている砦甲板作業は鶏§関紀みられ

るよらに物傑作業とは時間的にずれているので物操

班か魯も事す蜜のメンバｰ那参加した拮照板班の仕事

は採泥を室をしそのほかに採水1臨伽鮎楓鵯鰍曲

(以下鷲丁と路記)観測1プランクトン繰取を行なりた串

び帖の炸薬に粘いては常に佐藤船長貞ら後部甲板上で

陣頭鶴鋼噌っ淀｡蜜淀甲板停薬を通じて各当直グ

ルｰプごと紀きめられ施甲板費任者淋観測結果の記録と

船橋との連絡に当りた害�
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操泥はドレヅジを主とし全採泥点王02点のうち魯

魚熔おいてはグラどテイ鴛アラｰによる柱状採泥を併用

し花畠ザいツジ紀はふつ弩地質調査所脅木技官誠作の

Sγ皿型小型採泥器およびSA皿型閉蓋式採泥採水器

ドレッジあくに岩盤1礫採取海るいは大盤の試料入手

の花め1鶯は策海大の竃丁夏型大型繰濯欝慧凋いられた,

欝玉望鰯欝§繊競蜜1こ秘1子る黒バｰ滋一鰯1鰯

欝至婁鰯渓バｰ勲一徹鑑瀞

第夏蓬鰯艦繍撃綴1ζ潟1する派バｰ漁一鑑滋ひ慈鳶げ{繋幾

欝鴻鰯派バｰ漁一ハイ1ξ樽ブ爵ン

､

一1･^1･

簾鰹灘

一},三■

第i6国後部弾絞右舷鮒ご食ットされたスパｰ約一繁蝿擁鰻

繁w鰯後部雫糎魚櫛棚籔ットされ恕渓パｰ約一期蘭ンヂン妙一�
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またグラビティコアラｰとしては地質調査所所有の婁

醐のヨアチュｰブをもつ柱状採泥器が用いられた｡ド

レヅジ試料については測温1記載後試料室内処理の用途

に応じて約10種類に分割賦リュチレン袋にサンプリン

グされまた同時ぽ生物1古生物班によって生物1遺骸

の分離･査定が行なわれ淀｡柱状試料(大部分泥質堆

積物最長140c卿)についてはコァチ其一ブから押し出し後

直ちに測定器の電極を瓢アにさしこんで泥の水素イオ

ン濃度(pH)および酸化還元電位(跳)を測定観察

事項の記載後垂直的1α腕づつきざみそれぞれをさ

らに地調用1北大用1高知大用1東海大用ぽ分割ポリ

袋にサンプリングした,

各鰯擦氷は海域の代表的な募点においてナンセン転倒

操水器によって行なわれた.操本籍としては1.34婁

たは2,O遂のものが用いられ地調王名十東海人凄～3

名の甲板班が作業ぽ当ったほか水質分析班がその援助

および採水後の試料処理を行なった.なお底層水(海

底直上約婁狐)の採取ぽついてはそれとは別に船長自ら

行恋った害採水と同時紀東海大の数名によってBT観

測も行なわれた.

プ警ン㌘トン隷鞭は2点のみで行なった呂試料

.グルｰプが作業に加わって作業の能率的進行に努力し

た.

籍鰯転職鋤醐鴻騨樽髄鱗騨鰍

第刎図策灘大学筑逐艦船罵から蚤つす(山州港接斧牢)顎板作業揚は

等搬こ蒐乏鳶後部雫鮫紋ある

生物･古生物斑(2名)については当直グルｰプに

関係なく採泥時に常に1～2名が甲板作業に参加1名が

最長2遂時間の金蜜直をしたこともあゆた宙船上におけ

るこの観察は堆積物の地質時代の推定および堆積環境

の推定に巷わめて育劾な役割を果した血

化学鈴餅斑(黛塙)も擦水作業時ばは娑直グルｰプ

に関係なく採水作業の援助招よび採水後の試料処理を行

なった試料は操敢後践ち紀酸素固定娯1Eh測

定を行ないひ巷づつ慧塩素リン･ケイ酸そのほかの

欝豆嚢鰯プ韓トン艦釣鮒く犠論撃綴》

欝婁鰯等節宥鰯でダ賞ビタィ皿ア試料の整理間左側で小型ドレツジ賦鼻神

の鐙難船篤でメインウインチによって大型ドレッジ(曳行中)�
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成分の分析を第4研究室において行なった､

上記の諾観測作業とくに航走･停船両作業のつなが

りは時間的にまた位置的に最少の酒スですむよう紀

計画されそのように実施されたことは簾δ図にみられ

るとおりである.この結果人海戦術めいたことも加

わり全航海を通じて気象条件による作業申止スパ

ｰカｰ故障による作業中止か若千あったにもかかわらず

当初の計画のほぼ100%が予定どおり達成されるに至っ

た.

結果のとりまとめ:諸作業の結果(分析･解析1観

3.航海記事

調査結果の概要の記述の前に航海全般の模様を簡単

に述べておこう｡

エ0月2蝸9時50分晴天に恵蜜れて東海大学丸皿世

は清水港を出花.出港時には東海大学の職員1学生

を中心にあわせて3C名程度の方の盛大なお屍送りを

しているような気紀はなれず甲板や部屋で思い思い

の宴秘開かれ花軸

卿才鷲蝸皐鞘船は鏑を踏げてシケ秘密澄静蜜彰ぬ

海上を数鱒閥の航走の後い独減側線量の昔探(深パ

ｰ労一)を尋初め紀観測を開始レ花妙郊ある,以後

亀度の蒲釆圃避秘行なわれ山川潜への艦難&倉わ世て

計約35蒔聞秘費嵩れ花出

土詞⑳蒲聚回避隠加免て斑島列島商別“墨閥宮入

観2鰯鐙繊螺撤霜船側紡嘗〆ソ繁蜜踊曽ズ濠篶滋勘1溜艦瀦欝

錦艶圃胆レッジ謝料のサンタ蔓シグ

篤鱗鰯ドレ賞ジ隷料か曇ふ糾'で分離し淀黛殻と悶磨さ扱液小磯�
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息避難時の指示はすべて命令調でやるがこれはけ

っしてあなたが花を尊敬していないことを示すものでほ

ない.どうか｡u豆tureのないやつだなどと思わな

いで下さい,｣紀は

一同爆笑であっ

た山蜜花エ/月10日

の夜三角港内で航海一般に関する船長の講義カミ行

なわれ危由最初のうちは秒単位で表わした船のロ

ｰリング(横揺れ)の周期が㎜単位1で表わしたその

船の幅員よりも小さいうちは転覆の危険はないという

ようなきわめて実用的な話であったか後半はロマン

チックな話の連続であった.佐藤船長に関する話題は

尽きないカミ観測申はベッドに寝ないでソファで仮眠

されるというエピソｰドを最後にして次の話題に移ろ

う｡

東海大学丸班位には観光案内の得意な方がいて行

く先埼でrただいま船は偉多岬沖を通りています,｣

というよう放送を流してくれる｡その気になれば

コｰス近くの岬や島をほとんどすべて眺めることが

できた｡対象が対象だけ紀夜景は面白くないが寄

港地への入港時や昼間の井観測蒔にこの放送がある

と舷側には名物メラマンの列ができたものである百

欝滋鰯ダ賛隊羨魂蟻彩繋一毅災算節鏑2鰯

該祭獲繁諸灘波識織の跳渕憲綿

鶴婁鰯鶴嚢鰍競蜜芯擬瀦試料の艦灘串

第2禰転倒擦泳瀦の搬入営飾

欝略図鱈倒擦水綴から賦水びんへのサンヅル錯駿

繁鰯図駐倒温度高士のよみとリ�
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目頃見ることのできない太平洋岸の数々の岬鹿児

島県下のシラスの海蝕崖や開門岳の遠景甑列島1男

女群島･鳥島等の島影それに天草諸島近辺の風景等

が多くの観測者の想い出となったことであろう有と

くに男女群島を望んだ時には20名以上の人淋舷側に

並び島の構成岩石は玄武岩だ石英安山岩だとな

かなかにぎやかであった.

参考までにこの島については鳥山茂雄(エ937)楽

最近では松本征夫･高橋清(1968)**の論文がある｡

松本･高橋両氏によれば群島全域が石英1角閃石含有

複輝石安山砦質溶結凝灰岩であり中期世後期の火山活

動の産物である可能性がある.

とこるですでに述べたが米軍の常時演習水域の存･

在は作業進行に大きな悪影響をおよぽした.スパ

ｰカｰをかけたままでこの水域を東西に横切るのに

数時間を要するし北側の一部は調査水域の外にあっ

たが南北方陶ではさらに多くの蒔閥を賞した｡航

海中に一度だけであったが佐世保方繭に向うかと思

われる米軍の空母巡洋艦などの船団にであい双眼鏡

でのぞいた空母の大きさに圧倒されて訂やはりここは

公海ではなくてアメリカの海なんだJと慨嘆した人

もいたようである.

欝鱗鰯擬氷鴬艦翠穣上で簿酸鶏鰯麓

(文責一グルｰブ長水鰐篤行ただし3の航海記劇ごついて

ほ申罵振三.な潟便局した写真の大部分は正井｡山本

両技官の擬驚され花もので経る)

華男女群島の地質及ぴ地形麟鶴徽駆鞭㎞C星マ0亘｡婁m.亘

繍媛鱗燦穣狂帯鋸安欝島漆績凝腿籍胞質雑榊夏｡惚鮒｡轟

欝瓢鰯欝遷嫌鏡謹暮簑紹紗義派薇倫概

欝鍛鰯蹴蝿廠湾Pぷ簑鰯弼儀愛襲轡

鎌繊醸鍔浜離島の湧篇岱慧誉側1ζみ起る鑑雛は女盛�


